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あ
な
た
は
も
う
確
定

申
告
は
お
済
み
で
す
か

今
年
も
昭
和
5
4
年
分
の
確
定
申
告
の

時
期
に
な
り
ま
し
た
。

納
税
者
に
と
っ
て
、
最
近
の
税
金
の

ム
と
ダ
遣
い
、
税
制
の
不
公
平
な
ど
は
不

満
の
種
ば
か
り
－
し
か
し
、
納
税
は
国

民
の
三
大
義
務
の
一
つ
。
そ
の
た
め
に

も
、
お
互
い
が
正
確
な
申
告
を
し
、
納

税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
す
る
人
は
、
自
営
業
、
農

業
、
自
由
業
、
医
師
、
そ
れ
に
給
与
所

得
者
で
一
千
万
円
以
上
の
人
、
二
か
所

以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
な

ど
で
す
。

ま
た
、
逆
に
家
を
新
築
し
た
、
出
産

費
を
支
払
っ
た
、
中
途
退
職
し
た
人
な

ど
で
年
末
調
整
を
受
け
て
な
い
人
は
税

が
還
付
さ
れ
ま
す
。
（
前
月
号
参
照
〕

申
告
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署
は

混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
目
に
申
告
を
し

ま
し
ょ
う
。
（
今
後
の
申
告
相
談
は
、

3
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
ま
す
）

町の人　口
1月禾現在

人　口　　　　26，716人

男　　　　　13，024人

女　　　　13，692人

世帯数　　　8，205世帯

転入143人　　出生　31人

転出　94人　　死亡　8人

（1月の異動）

風邪に負けるな。／　自分のからだは　自分で健康管理
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これくらいと思う油断を火が狙う　子と

3月7日～13日まで朝7時、夜8時サイレンを2回鳴らします

一
年
間
に
千
三
百
億
円
を
灰
に
し
た

最
大
の
　
〝
元
凶
″
は
何
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

失
火
－
出
火
原
因
の
七
六
％
ま
で
が
、

わ
た
し
た
ち
自
身
の
ち
っ
よ
と
し
た
不

注
意
、
つ
ま
り
火
の
不
始
末
に
よ
る
も

の
で
す
。
そ
の
出
火
原
因
の
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
は
、
今
年
も
や
は
り
た
ば
こ
で
、

九
千
九
百
二
十
件
、
全
火
災
の
一
四
％

こ
れ
で
三
十
五
年
以
来
、
十
八
年
間
連

続
し
て
、
た
ば
こ
は
出
火
原
因
の
ト
ッ

プ
の
座
に
あ
り
ま
す
。
愛
煙
家
の
み
な

さ
ん
に
と
っ
て
は
、
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

た
ば
こ
に
次
い
で
二
番
目
に
多
い
の

は
、
「
た
き
火
」
の
九
千
八
百
七
十
七

件
、
三
番
目
が
「
子
供
の
火
遊
び
」
、

六
千
三
百
三
十
五
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
出
火
原
因
の
噸
位
は
、
例
年
と

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
五
十
三
年
の
特
徴

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
「
た
き
火
」

の
不
始
末
に
よ
る
火
災
が
急
増
し
た
こ

と
で
、
前
の
年
に
比
べ
て
三
千
二
十
七

件
も
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
聞
な
ど
で
騒
が
れ
て
い
る

「
放
火
」
は
〝
疑
い
″
も
含
め
て
五
千

三
百
六
十
九
件
も
あ
り
ま
し
た
。

全
火
災
の
七
二
ハ
％
を
ク
放
火
魔
″

が
占
め
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
ゾ
ッ

と
す
る
話
で
す
。
同
時
に
、
全
く
関
係

の
な
い
他
人
の
家
に
火
を
つ
け
て
不
幸

の
ド
ン
底
に
陥
れ
る
と
い
う
、
こ
れ
ほ

ど
憎
む
べ
き
犯
罪
は
ほ
か
に
な
い
と
い

っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

3
月
3
日
は
　
「
耳
の
日
」

消
防
白
書
に
よ
り
ま
す
と
「
昨
年
一

年
間
に
千
八
百
人
に
お
よ
ぶ
尊
い
人
命

と
千
三
百
億
の
財
貨
が
炎
の
中
で
失
わ

れ
た
」
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

一
日
に
換
算
す
る
と
、
五
人
、
三
億
六

千
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
二
、
三
月
は
空
気
が
カ

ラ
カ
ラ
に
乾
燥
し
て
風
も
強
く
、
い
わ

ば
、
火
災
シ
ー
ズ
ン
の
　
〝
本
番
″
と
も

い
え
る
〝
危
険
な
季
節
″
で
す
。

二
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
「
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
お
宅
の
火
の
元
は
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
。

日
本
列
島
の
ど
こ
か
で

7
分
2
8
秒
に
一
件
の
割
合
で
火
災
が

醐冊酬

消
防
設
備
の
近
代
化
や
消
防
職
員
の

増
員
な
ど
に
よ
っ
て
、
火
災
一
件
当
た

り
の
損
害
額
は
以
前
に
比
べ
て
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
半
面
、
出
火
件
数
は
横

ば
い
も
し
く
は
増
加
の
傾
向
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
五
十
三
年
は
前
年
に
比
べ

て
一
〇
％
増
七
万
四
百
二
十
三
件
に
も

の
ぼ
り
、
四
十
八
年
に
次
ぐ
戦
後
二
番

目
の
不
名
誉
な
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

一
年
間
に
七
万
四
百
二
十
三
件
と
い

い
ま
す
と
－
日
本
の
ど
こ
か
で
七
分
二

十
八
秒
ご
と
に
火
災
が
起
き
て
い
る
勘

定
に
な
り
ま
す
。

火
災
の
中
で
一
番
多
い
の
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
建
物
火
災
で
、
前
の
年
に

比
べ
て
六
百
十
件
増
の
約
四
万
件
。
次

い
で
林
野
火
災
の
七
千
二
百
八
件
で

す
。
前
年
に
比
べ
て
約
二
千
件
（
三
八

％
）
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
目
立
ち

ま
す
。こ
れ
は
、
春
か
ら
異
常
乾
燥
が
続
い

た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
、
た
き
火
の
不

始
末
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
が
原
因
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

三
月
三
日
は
ミ
ミ
の
日
、
つ
ま
り
「

耳
の
日
」
で
す
。
今
年
で
二
十
五
回
目

を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
「
桃
の

節
句
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
耳
を
大

切
に
し
よ
う
」
　
「
耳
の
悪
い
人
び
と
を

理
解
し
よ
う
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
日
と
し
て
も
定
着
し
て
き
て
い
ま
す

こ
の
運
動
は
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会

が
主
催
し
、
厚
生
省
や
日
本
医
師
会
が

後
援
し
て
お
り
、
今
年
は
「
耳
と
声
を

大
切
に
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
各

地
で
聴
力
の
無
料
相
談
を
行
う
は
か
、

講
習
会
な
ど
が
開
か
れ
ま
す
。

健
康
な
人
で
も
、
耳
の
障
害
に
無
関

心
で
必
要
な
処
置
を
怠
っ
て
い
ま
す
と

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
聴
力
を
失
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
耳
の
病
気
の
早
期
治
療

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

も健康だよりキ

運
動
不
足
は
病
の
も
と

社
会
構
造
や
生
活
の
環
境
の
変
化

に
よ
っ
て
、
〝
運
動
不
足
病
″
は
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
、
主
婦
、
小
学
生
（
肥

満
症
）
に
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
運
動
不
足
が
肥
満
症
に
な
り
、

他
の
病
気
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。体
を
動
か
す
こ
と
を
何
か
特
別
な

こ
と
と
考
え
な
い
で
、
日
常
の
生
活

の
中
に
取
り
入
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

一
日
、
三
百
カ
ロ
リ
ー
は
運
動
に

よ
っ
て
消
費
し
ま
し
ょ
う
。

早
足
な
ら
　
　
　
四
十
五
分

散
歩
な
ら
　
　
　
六
十
分

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ら
　
五
十
分

差別こ齢かりを　太願こ光を　太勾りこ笑顔を／　南中1年　本国健一
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小
学
生
諸
君
′

ス
ポ
ー
ツ
少

体
を
き
た

水
巻
町
体
育
協
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
少
年
の
心
身
を
練
磨
す
る
た

め
、
各
小
学
校
区
単
位
で
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
各
人
の
趣
味
に
よ
っ

て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
水
泳
、

野
球
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者

は
、
四
年
生
～
六
年
生
ま
で
が
中
心
で

す
が
団
に
よ
っ
て
は
、
中
学
生
、
四
年

生
以
下
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

各
団
で
は
、
現
在
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で

自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
入
っ
て
、
体
力

づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

最
近
の
子
供
は
、
生
活
様
式
の
変
化

と
と
も
に
　
か
体
力
が
な
く
な
っ
て
い
る

″
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
加
入
し
て
い
な
い
諸
君
／

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団
し
、
み
ん
な

と
一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭

和
5
5
年
1
月
現
在
で
申
請
の
あ
っ
た
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請

書
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
、
選
挙

人
名
簿
を
次
の
と
お
り
継
覧
し
ま
す
。

▼
期
間
　
2
月
2
3
日
～
3
月
8
日

▼
時
間
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

▼
場
所
　
役
場
住
民
課
（
選
挙
管
理
蛮

員
会
）

縦
覧
希
望
の
か
た
は
、
住
民
課
受
付

に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

確
定
申
告
相
談
日
程

㊥
農
業
所
得
の
あ
る
人

。
2
月
2
5
日
　
立
屋
敷
、
伊
左
座
、
二

。
2
月
2
6
日
　
下
二
、
吉
田
一
二
一
・

三
、
頃
宋

。
2
月
2
7
日
　
机
、
古
賀
、
猪
熊

。
9
時
～
1
6
時
　
役
場
東
別
館

㊥
所
得
税
の
申
告

。

3

月

4

日

・

5

日

　

9

時

3

0

分

～

1

6

時
、
町
民
会
館

。
3
月
4
日
・
5
日
　
水
巻
町
商
工
会

館
（
中
小
企
業
者
相
談
）

。

3

月

1

1

日

～

1

5

日

、

9

時

～

1

7

時

若
松
税
務
署

㊥
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
相
談

3
月
4
日
、
9
時
3
0
分
集
合

役
場
西
別
館

福
岡
県
立
修
猷
館
高
校

通
信
制
課
程
入
学
案
内

通
信
制
は
、
全
日
制
、
定
時
制
と
並

ぶ
高
等
学
校
の
一
課
程
で
あ
り
、
毎
日

通
学
し
て
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
々
の
た
め
の
も
の
で
す
。

▼
願
書
受
付
期
間

3
月
2
9
日
～
4
月
1
0
日
ま
で
。
本
人

助
役
　
に
入
一
江
末
彦
氏
が
再
任

一
月
十
八
日
、
臨
時
議
会
が
開
か
れ

助
役
に
入
江
末
彦
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。今
回
で
三
期
目
と
な
る
入
江
助
役
は

「
こ
の
財
政
的
に
重
要
な
時
期
に
再
任

さ
れ
、
今
後
と
も
町
長
を
補
佐
し
、
最

善
の
努
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」

と
語
り
ま
し
た
。

鍵
　
　
　
歴

年
令
　
　
五
十
八
歳

住
所
　
水
巻
町
大
字
立
屋
敷

昭
和
1
4
年
3
月
　
東
筑
中
学
校
卒
業

ク
2
2
年
3
月
　
水
巻
町
雇

ク
3
5
年
4
月
　
　
ク
　
民
生
課
長

ク
4
3
年
6
月
　
　
ク
　
総
務
課
長

ク
4
6
年
4
月
　
′
　
ク
　
企
画
室
長

ク
4
7
年
2
月
　
　
〃
　
助
役
選
任

現
在
に
至
る

食生活改善推進教室

保
健
所
で
は
、
昨
年
か
ら

「
成
人
病
は
、
ま
ず
食
生
活

か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
食
生

活
改
善
推
進
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
勉
強
さ

れ
た
か
た
が
た
が
、
会
を
つ

く
り
、
水
巻
町
「
健
康
づ
く

り
運
動
」
の
一
環
と
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

キ
ム
ミ
ル
ク
を
使
っ
た
料
理
に
研
究
を

重
ね
て
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
会
で
は
「
町
民
の
一
人

一
人
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
ガ
ン
バ
リ

ま
す
」
と
バ
リ
キ
ッ
テ
い
ま
し
た
。

が
必
ず
持
参
す
る
こ
と
。

く
わ
し
い
こ
と
は
修
猷
館
高
校
（
福

岡
市
西
区
新
6
丁
目
1
番
1
0
号
）
ま
で

原
爆
被
爆
二
世
に
対

す
る
無
料
健
康
診
断

財
団
法
人
日
本
公
衆
衛
生
協
会
は
、

原
爆
被
爆
者
二
世
に
対
し
て
無
料
で
健

康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
次
の
日
時
に

健
康
診
断
を
受
け
て
下
さ
い
。

▼
対
象
者
　
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
原
爆

被
爆
者
で
あ
る
者
で
6
歳
以
上
の
者

▼
実
施
日
時
　
3
月
1
0
日
～
3
月
1
4
日

。
受
付
　
8
時
3
0
分
～
1
2
時
及
び
1
3
時

3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

▼
場
所
　
西
日
水
産
業
衛
生
会
北
九
州

産
業
衛
生
研
究
所
中
央
診
療

所
＝
小
倉
北
区
船
場
町
2
番

近
藤
ビ
ル
3
階
（
魚
町
電
停

前

）

魯

5

3

1

・

3

5

2

9

く
わ
し
い
こ
と
は
保
健
所
ま
で

こ
の
活
動
は
、
日
赤
の
献
血
時
に
貧

血
の
か
た
の
食
事
指
導
を
し
た
り
、
鉄

分
の
多
い
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
の
普
及
な
ど

日
頃
の
食
事
を
見
直
す
た
め
の
醇
理
研

究
・
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
（
写
実
）
も
、
チ
ー
ズ
と
ス

＝

窓

口

学

習

＝

印
鑑
登
録
の
申
請
、
証
明
書

発
行

①
本
人
が
登
録
申
請
す
る
場
合

運
転
免
許
証
な
ど
写
真
つ
き

の
本
人
だ
と
証
明
す
る
も
の

が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
登
録
が
で

き
ま
す
。

㊥
本
人
が
申
請
し
て
も

本
人
だ
と
証
明
す
る
も
の
が

な
け
れ
ば
、
照
会
す
る
期
間

（
3
日
～
4
日
）
が
必
要
で

す
。

㊥
代
理
人
申
請
の
場
合

本
人
に
照
会
し
ま
す
の
で
、

右
期
間
が
必
要
で
す
。

齢じわる齢たず毎紅吊　な錮よ　みんな仲間だ憲だ甚だ　伊露座か　毎　水元聡子
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母
親
学
級

▼
日
時
　
3
月
3
日
、
1
0
日
、
1
7
日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
対
象
者
　
初
妊
婦

母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と

3
月
の
母
子
手
帳
交
付

母
子
手
帳
の
使
い
方
及
び
妊
娠
中
の

保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。
必
ず
1
0
時
ま

で
会
場
に
お
こ
し
下
さ
い
。

▼
月
日
　
3
月
3
日
・
1
7
日

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

胃
癌
集
団
検
診

▼
日
時
　
3
月
1
2
日
（
水
〕

9
時
～
1
1
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
料
金
国
保
被
保
険
者
　
　
5
0
0
円

社
保
そ
の
他
　
1
、
4
0
0
円

（
国
保
は
2
、
2
0
0
円
、
一
般
は

ｌ
、
3
0
0
円
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
か

ら
負
担
し
て
い
ま
す
〕

▼
申
込
み

2
月
2
6
日
か
ら
役
場
衛
生
係
で
（
た

だ
し
、
先
着
百
名
ま
で
）

予
診
を
と
り
ま
す
の
で
置
摸
本
人
が

料
金
を
添
え
て
申
込
み
下
さ
い
。

3
月
の
周
配
。
暫
談

▼
日
時
　
3
月
7
日
・
1
7
日
・
2
7
日

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

町
建
設
工
事

指
名
最
受
付

昭
和
5
年
度
水
巻
町
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
、
管
工
事
、
地
質
調
査

業
務
の
入
札
、
見
積
り
に
参
加
希
望
さ

れ
る
か
た
を
次
の
要
領
で
受
付
け
ま
す

▼
受
付
期
間
　
4
月
ｌ
日
～
1
5
日

▼
受
付
場
所
　
役
場
財
政
係

建
設
業
者
カ
ー
ド
（
町
指
定
〕

政
係
で
配
布
し
ま
す
。

県
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
3
月
4
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
間
市
役
所
市
民
談
話
室

固
定
資
産
の
縦
覧

▼
日
時
　
3
月
1
日
～
2
1
日

8
時
3
0
分
～
1
7
時

（
た
だ
し
、
日
祭
日
と
土
曜
日
の
午

後
か
ら
は
除
き
ま
す
）

▼
場
所
　
役
場
課
税
係

戦
傷
病
者
の
乗
車
券

引
換
証
の
請
求

町
で
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
も
っ
て
い

る
か
た
に
、
乗
車
券
引
換
証
（
国
鉄
）

の
受
付
け
を
役
場
社
会
課
で
行
い
ま
す

該
当
者
は
早
め
に
申
込
み
下
さ
い
。

▼
受
付
期
限
　
3
月
1
0
日
ま
で

お
か
の
台
（
元
三
ツ
頭
区
）
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
公
募
戸
数

1

種

－

1

1

5

戸

2

痙

1

　

2

8

戸

▼
構
造
　
中
層
耐
火
構
造
5
階
建

▼
家
賃
及
び
間
ど
り

1
種
－
2
万
8
千
円
（
予
定
）

－

6

・

6

・

4

・

5

Ｄ

Ｋ

2
種
1
2
万
円
（
予
定
）

－

6

・

4

・

5

・

4

・

5

Ｄ

Ｋ

▼
入
居
予
定
　
5
5
年
4
月
下
旬

▼
申
込
用
紙
等
配
布
場
所

役
場
住
民
係

北
九
工
木
事
務
所
建
築
課

▼
受
付
期
間
及
び
申
込
用
紙
交
付
期

間

　

3

月

5

日

～

3

月

1

5

日

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
県
建
築

管

理

課

（

食

0

9

2

・

7

1

3

2

7

2

）

ま

で

く・．．叫′・ｌ・°・1．叩・．・ｔ・1－・．・ｔ・ヽＭｌ・ｌ・ｔ・叩．－・ｔ．．．・′・．

▼
持
参
品
　
印
鑑
と
戦
傷
病
者
手
帳

広
域
行
政
組
合

「
休
日
急
病
セ
ン
タ
1
」

職
員
募
集

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
で
は
、
「
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
」
－

下
二
医
師
会
横
－
を
四
月
よ
り
開
設
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
医
師
会
で
次
の
通

り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
謹
　
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
、
看
護
婦

事
務
員
…
各
若
干
名

▼
申
込
期
限
　
2
ノ
月
1
5
日
ま
で
履
歴
書

一
週
を
医
師
会
事
務
局
（
水

巻
町
下
二
）

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
広
域
行
政

事

務

組

合

（

審

0

9

3

2

9

・

3

・

3

5

8

1

）

ま

で

3月のし尿汲取予定日

1日　頃末、猪熊

3日　頃末、唐熊県住、鯉口、猪熊

4日　唐熊県住、鯉口、御輪地、猪熊

5日　鯉口、御輪地、垣添、猪熊、頃宋（15

25区）、新生街（山ノロ団地）

6日　車返し、緑風園、中央区、猪熊

7日　川端通り、県道筋、頃末（5、12、13

区）頃末（18区）松栄荘団地、中央区

緑風園

県道筋、立屋敷、伊左座、頃宋（5、

12、13区）、松栄荘団地、美吉野団地

川端通り

10日　古賀、新生街、美吉野団地、片山、宮

尾、ヌメリ石、本村、下二

11日　古賀、机、美吉野団地、大橋、商店街

月夜待、革返し

12日　御輪地、宮ノ下社宅、頃末（6、11、

14区）、古賀区、高松区、二町住、下．

二町住、宮尾

13日　吉田団地、机社宅、頃末（6、11、14

区）

14日　吉田団地、樋口

15日　吉田団地、樋口

17日　二、下二、樋口

18日　伊左座、本村、猪熊

19日　みずほ団地、猪熊町住

21日．みずほ団地、幼稚園通り、古賀県住

22日　幼稚園通り

27日　古賀区（梅ノ木団地側）

28日　　　　　　〃

29日　梅ノ木区

一号－・ｔお　　　礼一・・

番典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご

寄贈がありました。ご冥福をお祈りいたします0

樋口　故大場麻子殿　大場政事殿

二　　故内田こいし殿　内田壱尉殿

二　故中原末子殿　中原達人殿

あ　な　た　の役場です　電話（201）4321番

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

水
巻
町
企
画
財
政
課
（
電
　
2
0
4
」
領

□
印
　
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


